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咳

た 叱
八
沿
縦
山
の
辞
肺
に
伴
う
欠

此
補
允
の
繰
り
化
げ
叫
逃
に
つ

い
て
協
縦
、
柵
賜
一
致
で
次
点

は
侃
川
・
・
１
．
冊
午
Ⅲ
Ｉ
塒
か

ら
進
総
会
を
附
き
、
公
職
選
挙

、
の
中
村
水
典
氏
（
通
・
・
）
の

認
り
ｔ
げ
刈
迦
を
決
疋
し
ま
し

陰
破
り
ｒ
・
・
茶
に
雌
づ
き
、
秋

中
村
本
真
氏
の

繰
り
上
げ
当
選
決
ま
る

金
木
町
逃
號
禰
州
委
凸
公
で

’ 争
点
ｕ
Ｄ
ｒ
■
Ｊ
》
町
刈

ゾ
旬
ゾ
ゲ
ｏ
ｆ
１
．
１
Ｉ

湘
錐
企Ⅲ岨M剛

一

雨国m
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錫
企-.11r
金森

'山'ルム（
役
衆場
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ｰ

【中村氏】

イャ
r凪

冊
利
四
十
三
年
度
の
金
木
町

一
般
会
紺
予
算
か
決
ま
り
ま
し

た
。
総
額
三
億
九
十
七
刀
一
千

川
で
、
当
川
と
し
て
は
初
め
て

三
偲
台
を
突
破
す
る
大
き
な
予

艸
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
当

初
予
算
に
く
ら
べ
て
四
千
七
百

十
九
万
五
千
円
の
岫
加
（
仲
率

卜
八
・
六
％
）
と
な
っ
て
い
ま

十
ｕ
三
０

戯
人
で
蚊
も
多
い
の
は
地
刀

父
付
税
の
一
億
一
千
八
百
刀
円

４
１ 歳

入 や
寺
令
凸
。
卜

総
罵
塞
：

今
品
。》

・
・
・
寺
・
●
・

阜
○
。 ●今Ｂ ｅ

Ｄ

；
昭
和
鞘
年
度
少
；
…
…
…
．
今
；
…
…
・
》
…
．
率
．
」

ウ
・
い
今
・
い
今
允
。
今
允
。
今
品
。
今
・
干
今
命
。
今
・
子
十
曲
、
十

役
場
庁
舎
を
新
築

（
全
休
の
三
九
・
二
％
）
で
、

以
下
主
な
も
の
は
町
税
六
千
五

面
十
九
万
二
千
円
（
一
二
・
七

％
）
、
町
偵
四
千
八
百
十
万
円

（
一
五
・
九
％
）
、
国
肱
支
出

金
四
千
七
百
四
十
五
万
九
千
円

（
一
五
・
八
％
）
と
統
い
て
い

ま
す
。町
枡
の
内
訳
を
見
る
と
、
固

定
資
産
税
か
一
稀
多
く
二
千
七

百
七
十
万
五
千
円
、
以
下
町
民

税
一
千
七
百
十
万
七
千
円
、
た

ば
こ
滴
出
税
一
千
三
百
天
十
万

円
、
悩
虹
ガ
ス
税
三
百
七
十
三

万
九
千
円
、
木
材
肌
取
祝
二
百

町
営
住
宅
は
三
十
戸

群
嵯

一戦ツ＋

寺絲
分や｡

？
寺
品
。
小
品
。
寺
・
守
十
・
呼
寺
・
零
寺
・
子
守
・
子
守
命
、
寺
＆
。
＋
・
子
寺
・
印

…
冬
一
》
．
般
会
計
予
算
今
…
《

溌
識
源
議
謂
騒

？
●

【新築が決まった役場庁舎】

鼠
各
款
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

総
務
費
Ｉ
公
立
金
木
摘
院
組
合

負
担
金
二
百
七
十
三
万
円
、
役

場
庁
舎
姓
築
賀
（
初
年
腱
）
五

千
万
円
、
体
力
つ
く
り
惟
進
問

十
七
万
二
千
円
、
町
税
完
納
報

仙
費
百
万
円
。

民
生
費
Ｉ
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
金

四
十
五
万
Ⅲ
、
老
人
ホ
ー
ム
助

成
金
二
十
万
円
、
季
節
保
育
所

曲
二
卜
六
″
七
千
円
、
老
人
健

殿
診
断
委
托
料
二
十
一
万
円
。

衛
生
費
１
各
諏
薬
品
代
五
十
七

刀
二
千
円
、
結
核
検
診
委
純
料

・
・
十
三
万
五
千
円
、
成
人
摘
検

診
委
托
料
・
千
一
万
円
、
四
北

孔
術
雄
処
即
制
合
典
扣
金
九
十

八
刀
二
千
門
。

農
林
水
産
業
費
ｌ
鰻
業
榊
造
改

苫
邪
業
ス
ピ
ー
ド
・
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
購
入
衲
助
金
百
淀
十
万
円

り
ん
ご
咽
股
道
補
助
三
百
・
・
卜

九
万
九
千
円
、
り
ん
ご
貯
戯
叩

補
助
一
千
五
百
五
十
脚
万
円
、

小
川
川
ダ
ム
盤
投
促
進
協
議
会

負
担
金
百
二
十
万
円
、
金
木
地

Ⅸ
股
業
改
良
杵
及
協
議
会
負
担

金
十
五
万
二
千
円
。

商
エ
費
Ⅱ
南
工
会
補
助
金
七
十

川
十
六
万
三
千
円
、
梶
自
動
車

税
百
六
十
七
万
八
千
円
の
川
で

す
。

歳
出
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七
万
円
、
公
剛
施
俄
磯
伽
甜
二

両
〃
円
、
桜
ま
つ
り
行
邪
曲
百

万
円
。

土
木
費
Ｉ
砕
石
附
人
賀
五
卜
万

円
、
砂
利
巡
搬
代
金
百
六
十
二

万
五
千
円
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側

漉
盤
術
出
金
木
地
Ⅸ
八
’
六
万

川
、
茄
瀬
地
区
七
十
万
円
、
害

艮
巾
地
〆
五
十
三
万
五
千
円
、

コ
ン
ク
リ
”
‐
卜
護
岸
工
金
木
地

区
四
十
二
万
円
、
淵
淑
地
ば
三

’
六
万
川
、
僻
良
巾
地
区
二
十

万
川
、
町
桝
住
宅
処
投
出
・
・
千

八
両
八
卜
八
刀
七
千
円
、
交
通

昭和43年度金木町一般会計予算
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１
１

行政協力委員決まる ２
Ｊ
、
が
、
Ｊ
Ｌ
Ｊ
ｑ
Ｊ
●
、
ｒ
ｎ
ｒ
Ｊ
Ｌ
Ｊ
‐
〃
ｈ
β
火
脚
＄
Ｐ
、
ｆ
、
戸
ｂ
ｒ
ｑ
、
ｂ
ｒ
ｊ
Ｋ
ｒ
曲
可
ｐ
Ｌ
服
月
ｋ
ソ
Ｌ
Ｐ
恥
ｒ
Ｎ
ｒ
ｂ

F‘･一

k城

,縦 ｜*鵠|織成比|ﾘ稀|蝋減各
町
内
か

の
坐
め
っ
た

冊
和
川
十
三
年
度
一
町
Ｉ
巾
州
火
作

の
行
政
協
力
姿
Ⅳ
ｕ
は
一
杣
良
二
昭
和
町

左
に
お
願
、

ど
に
な
り
ま
し
た
。

金
木

65.192'217%|68､7226,470
118，00039．2‘101，26016．740

3，5911．24,0034412
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802,830△2，750

4,6461．513，866
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地〃交付税

分扣金及負担金

使川料及手数料

ml'li文出金

ﾘ,4文出金

財産ll>(入

符付金

諸収入

町{Mi

ら
帷
せ
ん

択
ぎ
の
″

い
す
る
こ

I

金
金
入
金
入
仙

対
溌
出
四
十
五
万
一
千
円
。

消
防
費
Ｉ
ｎ
励
叩
ポ
ン
プ
脳
人

出
三
百
万
円
、
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン

プ
砿
人
出
・
↓
一
十
万
円
、
水
、
，
ス

腓
人
出
三
卜
九
万
四
千
円
、
貯

水
Ⅲ
和
投
出
六
卜
刀
円
。

教
育
費
１
行
学
校
工
郛
術
血
働

金
小
五
十
万
円
、
大
来
ケ
丘
分

校
六
十
万
円
、
川
小
六
刀
円
、

淵
小
九
刀
川
千
円
、
喜
小
十
万

円
、
金
中
川
十
万
円
、
間
中
六

１
万
川
、
符
価
社
数
剛
体
叫
成
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10，8023．6％
109,44836.4

25,280’8．4

40641,4
351

35，33411．7

8，0972．7

45．04915．0

7，3362．4

30，99110．3

徴

辨
圭迅

費
"";:!|
10.3421

28,1071△2,8271
3‘444620

52△171
20,344｛14，990

6，94511，152

45，013136

4,89712439
67,8251△36,834
5,395'△5.395

15,79314,352

,,:|‘,”130

識会

総勝

氏生

術生

〃仙

股林水唯労

商工

土水

滴防

教両

災ilf似｜｢I

公価

嘉
瀬

喜
良
市。

｜
賀

批

。
蕊創
曲
出
費

昭
和
山
十
三
年
腿
町
内
各
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
服
刑
公
災
は
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

金
木
小
学
校

▽
会
睦
Ⅱ
尚
柵
沁
弥

初
枝

川
倉
小
学
校

▽
会
長
Ⅱ
白
川
膝
州

▽
剛
会
踵
Ⅱ
睦
内
誠
治
、
柵
川

▽
別
会
隆
Ⅲ
服
芥
茂
災
、
竹
内

抵
枇

蒔
田
小
学
校

▽
公
隆
Ⅱ
・
・
・
ｋ
半
択
郎

欣
版
、
外
崎
勝

嘉
瀬
小
学
校

▽
会
災
Ⅱ
小
山
内
脈
一
郎

▽
刑
会
災
Ⅱ
鴫
海
宋
、
沢
川

つ
》
Ｊ

喜
良
市
小
学
校

▽
会
踵
Ⅱ
古
川
町
雄

▽
刑
〈
踵
Ⅱ
川
川
反
辿
、
佐
雌

金
木
中
学
校

▽
会
踵
Ⅱ
新
岡
千
代

▽
刑
会
陸
Ⅱ
棟
刀
雅
夫
、
今
ク

▽
訓
公
災
Ⅱ
灯
川
米
逸
、
角

文
子
、
川
川
イ
サ

金
木
南
中
学
校

▽
灸
睦
Ⅱ
鵬
祁
久
祢

▽
釧
会
歴
Ⅱ
今
徳
樅
、
二
ｋ

栄
金
木
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
剛
公
災
Ⅱ
白
川
藤
Ⅵ
（
川
小

▽
会
長
Ｉ
新
岡
千
代
一
・
（
金
巾

各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
怪
、
刑
会
艮

山。
内k
雅半
一次
郎郎
へハ

ガル時
小小
レン

川
、
叫
海
為
之
助
、
荒
関
雑

05,395'△

20，1456．715，793

4，0601．40

330200
凸一一一一一

300,971100.0253,776

曲’
りり
ルユ

勿退
ﾕ皿’!渦支出

｜ﾘﾙﾙﾍ仙
州
叩１]′

47,195計谷
口

む’I小 イ 」し曹

町
の
中
や
付
近
を
流
れ
る
川
水
蝦
や
川
に
ゴ
ミ
を
投
げ

た
り
、
汕
撤
を
流
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ゴ
ミ
は
災
観

叱
よ
く
な
い
う
え
に
、
汕
類
は
稲
の
成
育
に
将
を
り
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
股
家
の
″
か
ら
鮮
傭
が
き
て
い
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
と
を
し
な
い
よ
う
・
股
の
〃
た
の
ご
脇

〃
を
お
願
い
し
ま
す
。

せ
き
や
川
に
ゴ
ミ
な
ど
を

す
て
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

出
生
と
死
亡

（
三
・
四
月
届
出
分
）
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業構造改善雲業
－－

6 月

31断'’加、米町

今
年
度
か
ら
本
格
化

’
米町41新割'1、

ほ
場
整
備
や
り
ん
ご
貯
蔵
庫

◆
町附

ロ
リ
タ
４
９51｣f町、

‘|寺町、＃'】町
農業榊造改鰈!l喋批の負担|ﾉj訳 白

川
勝
四
郎
）
で
、
郡
業
凹
は
一
十
三
・
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

二
千
四
面
三
十
万
円
。
《
｜
｛
州
業
非
体
は
川
倉
土
地
改
良
区

（
理
邪
腔
白
川
軍
一
）
で
邪
業

一
米
一
曲
は
二
千
九
百
八
十
三
万
円
。

｜
②
換
地
甜
凹
百
七
・
六
へ
ク
ク

①
ほ
賜
維
伽
（
Ⅸ
剛
雛
州
）
川
－
ル
。
猟
業
主
体
は
川
愈
股
協

7背野町、杵イ

10芦野lll-｢、砦ホ

#'f松町、 llin

皆野町、 #Ij松町、 lllfr

職瀬、喜艮I:|j、山道町Ⅲ
｜
枢 嘉瀬、喜良11j，l1.1道ⅢT

北新町、神明町、’;ﾘ旧町且’
'41淵洲､神明町､朔日IIIJ
南新何

一
杷
一
旧
一
釦
一
別
一
別
一
西
．
｜
お
一
刀
一
配

町

栄町、本町

９
０

０
０
２
０
７９

・
０
｜
・
０

０
０

０
０

５
０
３
０

２
７９

叫
皿
一
ｍ
皿

２
｜
、

。
（
叩
叩
）

一
州
皿

４
０
２
０
５換地耐l.lmi107.6ルαI1，049.

000 ・
０
’
０

６
０
４
０

６
０
７
０
９４

小lll町
－

計 ０
０

７
０
８
０
９２６

新寓町、米町

新撤町、 米町

秋
谷
氏
の
県
ス
ポ
ー
ツ
賞

受
賞
祝
賀
会

金
木
川
の
秋
谷
浩
逸
氏
は
さ

き
に
雌
ス
ポ
ー
ツ
曲
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
が
、
四
川
二
十
六
、

弘
川
州
凡
銀
行
金
木
文
府
二
断

■■■■■OoqQ■Ⅱ■■■GUOp－ 一
一
邑
由
■
■
■
■
・
・
凸
・
一
■
■
■
■
・
・
・
・
一
■
■
■
■
●
・
凸
与
●
■
■
日
日
Ⅱ
●
凸
邑
●
■
■
■
■
■
■
●
・
■
昌
■
■
■
■
・
・
・
・
画
■
■
■
■
・
凸
垂
●
８
口
■
０
８
・
・
・
言
■
■
■
■
己
ら
一
●
■
■
■
■
■
■
■
凸

征
年
存
か
ら
座
に
か
け
て
幼
児
の
水
死
猟

一
｝
つ
故
か
期
え
ま
す
。
す
で
に
符
地
で
珊
故
か
統

皿
一
』
出
し
て
い
ま
す
。
五
歳
未
満
児
の
水
死
は
四

一
防
月
か
ら
七
月
に
雌
も
多
い
と
い
う
統
帥
が
で

一
｛
匙
て
い
ま
す
。

”
故
を
秘
溺
朧
陸
緬
淵
霊
雅
腔
雑

一
弛
事
ん
な
で
虹
を
つ
け
て
、
い
た
ま
し
い
子
ど
も

一
垂
柵
捌
鋤
叫
岬
走
緋
州
蝿
順
舳
鮭
乱

は
特
に
注
怠
し
て
下
さ
い
。

●
・
●
心
■
■
■
■
■
一
己
。
●
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
・
邑
凸
・
■
■
■
■
■
・
凸
。
●
■
■
■
■
■
・
・
垂
凸
■
■
■
■
■
・
・
句
色
■
Ｈ
■
■
■
。
。
■
凸
二
■
■
■
■
■
一
甲
●
●
君
Ⅱ
Ⅱ
■
且
●
・
●
垂
凸
日
■
且
日
日
己
。
②
－
８
■
同
岨
■
一

で
珊
築
微
は
丙
鵬
万
九
千
円
。

な
お
、
昭
和
川
十
四
年
度
と

川
十
五
年
度
に
実
施
さ
れ
る
主

な
珊
業
は
、
ほ
助
撚
伽
五
十
三

・
三
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
川
倉
士

【
秋
谷
氏
の
受
賞
祝
黄
会
】

寺町、浦町

寺町、 浦町

芦野町、若松町、川倉

芦野町、若松町、川倉

|’那瀬、密良ilj、lll逆町

川
、
地
区
で
は
川
ｎ
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
（
巾
谷
碓
会
長
）
か
中
心

と
な
り
、
畑
の
有
効
な
活
川
と

股
業
所
得
の
墹
大
を
は
か
る
た

め
畑
作
水
稲
の
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。今
年
栽
培
を
始
め
た
の
は
、

川
愈
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
中

心
と
し
た
鵬
家
三
十
人
で
、
栽

培
面
蔽
一
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
畑

作
水
稲
と
い
う
の
は
、
水
稲
の

品
穐
を
畑
に
植
え
る
方
法
で
、

か
ん
か
い
、
除
草
群
の
手
間
も

水
稲
に
く
ら
べ
て
か
か
ら
な
い

利
点
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
川
倉
地
区
で
畑
作
水
稲
を
始

め
た
の
は
、
収
吐
が
陸
稲
よ
り

多
い
う
え
、
供
米
も
水
稲
と
し

原
田
氏
に
勲
六
等

単
光
旭
日
章

元
金
木
町
縦
会
議
・
長
腺
Ⅲ
↑
兜

太
氏
は
こ
の
ほ
ど
勲
六
辱
叩
光

旭
日
噸
を
受
曲
し
ま
し
た
。

地
″
向
治
の
発
腿
に
尽
し
た
功

紙
か
組
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ホ
ー
ル
で
受
蛍
祝
倒
会
が
Ⅲ
か

れ
ま
し
た
。
祝
例
会
に
は
三
上

町
歴
、
脈
川
町
砿
会
砿
挺
、
嶋

派
体
育
協
会
長
ら
側
係
荷
撤
十
．

橘
が
川
州
、
Ⅲ
氏
の
受
尚
を
た

た
え
ま
し
た
。

こ
の
皮
の
受
幽
は
、
多
年
に

わ
た
り
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

肌
に
尽
し
た
功
紙
か
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

地
改
良
区
）
、
ト
ラ
ク
タ
ー
一

台
と
桁
納
川
（
川
倉
股
協
）
結

束
咄
稲
刈
取
機
十
台
（
利
川
組

合
）
な
ど
で
す
。

I

畑
作
水
稲
を
始
め
る

ト
f
P
f

I

i
$

I
I
f
ノ
f
P
d

l
f

f

；
f
ノ

ｌ
川

－0qOQ1■■■■dODB1■■■■ﾛﾛBOQ■■■■■■■ローeU『0ーGQODQ■■■■dBDQ■

て
取
扱
わ
れ
る
点
に
目
を
つ
け

た
た
め
で
、
中
谷
さ
ん
ら
は
一

○
ア
ー
ル
当
り
（
反
当
）
四
八

○
キ
ロ
（
八
俵
）
は
収
種
し
た

い
と
狼
り
切
っ
て
い
ま
す
。

湿
度
・
柵
度
か
と
も
に
尚
く

た
と
え
泄
虹
冷
戚
雌
か
あ
っ
て

も
、
食
物
の
笹
川
か
い
ち
ば
ん

む
ず
か
し
い
の
か
こ
の
六
月
で

す
。
こ
の
ご
ろ
は
ど
こ
の
家
庭
で

も
Ⅷ
黙
冷
蔵
脈
を
術
え
付
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
群
及
す

る
に
つ
れ
て
、
性
能
の
よ
い
冷

戯
叩
か
出
て
き
て
お
り
ま
す
か

過
伽
は
薙
物
で
す
。

①
食
べ
残
し
た
も
の
を
、
冷

蔵
雌
の
奥
へ
し
ま
っ
て
お
き
、

う
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
も
の
を

何
剛
か
し
て
子
ど
も
か
食
べ
て

服
揃
を
お
こ
す
と
い
う
ケ
ー
ス

か
多
い
よ
う
で
す
。
料
州
し
た

も
の
の
保
存
は
冷
蔵
雌
と
い
え

ど
も
、
翌
日
に
は
処
分
し
た
い

も
の
で
す
。

②
牝
の
魚
典
、
肉
は
で
き
る

だ
け
早
く
料
地
す
る
こ
と
。
冷

放
応
に
入
れ
て
お
け
ば
安
心
と

固
っ
て
か
ら
・
一
日
も
三
日
も
ほ

っ
て
お
く
の
は
腐
敗
・
中
誰
の

陳
因
に
な
り
ま
す
。

③
加
工
食
如
：
・
か
ま
ぼ
こ
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
…
…
に
は
、

と
く
に
注
感
し
ま
し
ょ
う
。
冷

戯
脈
か
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

喜
良
市
診
療
所
を
新
築

国
民
健
峨
保
険
特
別
会
計
で

啓
良
市
診
旅
所
を
新
築
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
予
算
隅
百

五
卜
万
円
で
、
七
月
頃
適
工
し

年
内
に
完
成
さ
せ
た
い
意
向
で

す
。
規
模
は
木
造
モ
ル
タ
ル
塗

り
平
儲
廸
て
こ
百
九
平
方
メ
ー

ト
ル
（
六
十
三
坪
）
で
、
場
所

は
喜
良
市
支
所
の
敏
地
を
予
定

し
て
ま
す
。
Ｉ
』

･口･････莞Lap｡f
凸｡｡.q･_｡｡■Gq-

冷
蔵
庫
の
過
信

倉
地
区
Ｉ

金
木
桝
林
料
で
は

樹
允
Ｈ
九
日
火
、
胴
脚

雰
鯉
溌
鋤

塞
轌
杣
樹
祭
を
行
な
い
ま

林
舘
肌
鮭
縦
湘
岬
峰
詐
蠅

搾
明
岬
雌
岬
棒
針
細
畦
蹄

滴
防
、
警
紫
関
係
荷

小
、
巾
、
尚
校
睦
な
ど
約
二
ｎ

人
が
参
加
し
、
松
岡
金
木
憐
林

稗
艮
の
挨
拶
か
あ
っ
た
あ
と
、

岱
林
解
職
口
の
棋
範
杣
樹
、
統

い
て
二
両
人
の
参
加
荷
が
い
っ

せ
い
に
ス
ギ
の
鮒
を
柚
え
ま
し

た
。

【
営
林
署
の
記
念
植
樹
】

た
く
さ
ん
固
い
こ
む
こ
と
は
危

険
で
す
。

①
冷
蔵
叩
の
巾
は
い
つ
も
き

れ
い
に
そ
う
じ
を
怠
ら
な
い
よ

う
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
洲
と
り
に
Ｉ
分
注
獣
す
る

こ
と
。
鮒
か
つ
く
と
温
度
か
あ

が
り
ま
す
。

金
木
町
と
職
員
組
合
で
も

金
木
町
と
金
木
町
職
幽
組
合

で
も
、
明
治
百
年
を
肥
念
し
、

五
月
六
、
七
の
川
日
に
わ
た
っ

て
、
芦
野
公
園
肋
物
閲
付
近
を

中
心
に
桜
の
苗
二
百
本
を
柚
え

ま
し
た
。
【
役
場
の
記
念
植
樹
】

ｌ
年
金
係
か
ら
Ｉ

脚
比
年
金
保
険
料
の
納
入
に

つ
い
て
は
、
特
様
の
艸
解
も
深

ま
り
、
だ
ん
だ
ん
成
縦
か
ｔ
が

っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
川
’
二

年
腿
の
納
入
縦
は
お
か
げ
さ
ま

で
ル
ト
％
を
こ
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
Ｊ

岡
出
年
金
は
、
ど
齢
、
廃
疾

ま
た
は
死
亡
弾
に
よ
っ
て
刷
陛

の
安
余
か
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と

を
、
阿
民
の
共
川
迎
柵
に
よ
っ

て
防
止
し
、
他
令
な
伺
民
唯
活

の
維
排
及
び
川
化
を
は
か
る
た

め
に
没
け
ら
れ
て
い
る
制
度
で

す
が
、
脈
抑
年
金
に
し
ろ
、
死

亡
一
時
金
に
し
ろ
、
群
敗
発
生

の
削
川
ま
で
保
険
料
が
納
入
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
金
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険
料
は
忘

れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
仙
習
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
「
州
来
秋
納
付
」

を
あ
ら
た
め
、
納
期
内
納
付
に

民
年
金
保
険
料

１１１の
納
入
に
つ
い
て

切
併
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
忠

な
お
、
昭
和
四
卜
三
年
度
鋪

一
期
分
（
四
、
五
、
六
月
分
）
の
納

入
期
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ま

だ
納
め
て
い
な
い
″
は
、
役
甥

の
年
金
係
へ
肛
捉
納
め
る
か
、

姉
人
会
の
係
の
〃
へ
納
め
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
、
年
金
支

給
の
仙
捉
条
件
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
町
全
体
の
納
入
成
紙

の
よ
し
あ
し
は
、
町
か
児
厳
部

や
保
育
所
、
診
旅
所
な
ど
を
雌

て
る
時
の
起
仙
（
金
を
借
り
る

こ
と
）
に
も
影
抑
を
与
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
成
緬
が
よ
く
な
い
と

金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ず
、

事
業
が
や
り
に
く
く
な
る
わ
け

で
す
。

い
ま
す
。

け
咄
１
Ⅱ
し
」
ｈ
ご

’
１

、
心
も
み
が
い
て
く
札
な
い

母
イ
ャ
ン
刀
鵬
呂
な
り
ま

一一 ÷5『白=ョ･りGUD-言二，M1ロー叩叩0一・M叩0一UO1Ip-0DpUD-
一

公一
ｐ
ｐ
ｂ
、
４
．
ヨ
マ
ノ
Ｒ
ｂ
畠
ｒ
ワ
・
ｑ
９
▼
Ｊ
Ｌ
Ｐ
し
ｂ
Ｔ
１
Ｑ
ｑ
■
７
全
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｌ
ｑ
ｑ
ｑ
ｆ
Ｐ
－
Ｐ
Ｖ
ｌ
ｑ
ｑ
ｖ
Ｌ
６
Ｐ
Ｉ
ｑ
ｑ
口
Ｊ
Ｄ
ｐ
Ｄ
、
ｑ
ｑ
マ
ノ
ｂ
Ｐ
ｒ
凱一

献
血
の
お
願
い

ご
帷
刎
、
訓
訓
症
抑
榊
岬
叩
岬
勃
郵
巷
娠
岬
垂
刎
郷
小
嘩
一一

は
乎
帷
か
交
付
に
な
り
ま
す
。
こ
の
手
帳
か
あ
れ
ば
、
Ⅲ

液
を
必
喫
と
す
る
時
、
催
先
的
に
供
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
▽

Ｉ
ｑ
０
‐
‐
‐
‐
，
今
。
ｇ
‐
・
‐
矛
唱
；
，
”
γ
γ
，
駅
此
・
雄
１
２
Ｍ
。
。
凸
抑
。
・
も
ｆ
，
‐
常
‐
・
も
ｒ
、

，
甲
．
‐
塊
鈩
舛
。
．
．
Ｌ
，
恥
・
‘
宅
唄
．
γ
●
・
筑
．
咄
獅
那
，
鈩
蝋
葱
醐
か
“
且
？

一
、
募
集
職
種

擬
械
工
・
水
咄
Ｋ
・
配
術
１
．
ク
イ
ル
砿
り
に
・
化
。

げ
に
・
板
金
Ⅸ
．
洋
服
に
・
ブ
Ｍ
ツ
ク
辿
築
Ｋ
・
機
械

製
脚
仮
・
企
腿
蛎
装
Ｌ
・
処
梨
人
肛
・
述
築
砿
装
爪
・

機
械
検
介
上
・
家
典
Ｋ
・
左
Ｗ
・
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
Ⅸ

述
典
工
・
と
び
工
・
仙
版
印
刷
Ｋ

一
、
受
弱
費
格

受
識
し
よ
う
と
す
る
職
業
に
従
猟
し
て
い
る
巾
緊
技
能

折
ま
た
は
こ
れ
に
雛
す
る
人
で
あ
れ
ば
年
齢
、
学
雁
を

問
わ
ず
だ
れ
で
も
受
洲
で
き
ま
す
。

一
、
訓
練
期
Ⅲ
一
カ
年

一
、
申
し
込
時
期
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

｜
、
訓
練
内
容
①
川
学
ｎ
判
（
弥
仙
行
細
築
の
教
科
＃

と
折
導
緋
に
よ
る
）
②
側
疑
応
符
③
縦
間
解
杵
（
レ
ポ

ー
ト
の
捉
川
と
そ
の
添
削
折
卯
）

一
‐
受
講
料
叫
、
○
○
○
川

一
、
問
合
わ
せ
先
下
統
き
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
〃
森
巾
枇
内
川
一
侃
六
の
．
〃
森
総
合
職
堆
訓

練
所
（
他
（
Ⅶ
）
バ
ー
〃
川
）
へ

▲
■
Ｔ
■
■
■
■
，
凸
一
Ｊ
二
言
‐
【
▼
且
■
■
■
ｒ
釦
》
４
三
吾
分
で
■
■
■
■
ロ
■
●
７
呂
舌
。
《
ｕ
ｖ
Ｂ
■
■
■
Ｐ
且
甲
ｊ
一
目
中
△
《
哩
口
■
■
Ⅱ
■
■
”
■
一
■
丁
冨
邑
一
一
■
ぞ
■
■
叩
Ⅱ
画
且
■
す
ロ
・
星
・
ワ
●
ロ
Ｌ
■
■
ロ
ハ
甲
０
一
三
二

く
一
ノ
ｊ
１
‐

ま
で
一

刺
●
列
ｒ
‐
し
上
屋
で
１
訂
ｑ
ｑ

鑿
馴
漁
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